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1．はじめに

中央教育審議会において次期学習指導要領の改
訂に向けた議論が加速している。その柱の一つと
して，情報活用能力の抜本的な向上が掲げられて
いる。具体的には，小学校の「総合的な学習の時
間」に「情報の領域」（仮称）を新設すること，
中学校技術・家庭科を技術と家庭に分け，「情
報・技術科」（仮称）を新設すること，高等学校
「情報科」をさらに充実を図ることなどが議論さ
れている。そして，これらの教科等で育成された
情報活用能力が，「学習の基盤」となる資質・能

力として働き，「総合的な学習（探究）の時間」
を中核とした質の高い探究的な学びの実現に貢献
することが期待されている。
本稿では，中学校「情報・技術科」（仮称）に
係る改訂の議論に焦点をあて，教育課程企画特別
部会論点整理並びに情報・技術ワーキンググルー
プでの検討状況を紹介するとともに，この議論に
係る筆者の所感を述べることとする。

2．改訂の背景

中学校技術・家庭科は，昭和33年告示学習指導
要領において設置された教科であり，時代の変化
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に応じてその内容構成を大きく変化させてきた。
設置から昭和52年告示学習指導要領までは，男子
向きの技術科と女子向きの家庭科という形で男女
別学であった。その後，平成元年学習指導要領よ
り男女共修になるとともに，「情報基礎」領域が
新設され，情報教育の一翼を担う教科として位置
付けられた。現在でいうところのプログラミング
教育は，この時，技術科で始まっている。その後，
平成10年告示学習指導要領から，技術分野，家庭
分野が設置され，それぞれに分野目標が設定され
るようになった。現行の平成29年告示学習指導要
領では，「A材料と加工の技術」，「B生物育成の
技術」，「Cエネルギー変換の技術」，「D情報の技
術」の4内容により構成され，「技術の見方・考
え方を働かせ，ものづくりなどの技術に関する実
践的・体験的な活動を通して，技術によってより
よい生活や持続可能な社会を構築する資質・能
力」の育成を目標に掲げている。
このように，技術・家庭科技術分野は，平成元
年度以降，中学校段階において情報活用能力の育
成を担う教科として位置付けられてきている。し
かし，情報技術に係る学習内容は，あくまでもそ
の一部であり，その他のフィジカルなものづくり
等に係る技術（以下，生産技術）との関連づけは
十分には行われてきていなかった。

3．改訂の論点

中央教育審議会教育課程企画特別部会の論点整
理では，こうした現行の技術・家庭科技術分野の
課題について次のように示された。

（1）「デジタル技術の学習が『D情報の技術』に閉じてお
り，内容も諸外国と比べて見劣りする」

（2）「他の3領域（A材料と加工，B生物育成，Cエネル
ギー変換）でデジタル技術との関連が図られていない。」

（3）「全体として，技術を活かして一人ひとりが実生活・
実社会の課題解決を行う取組が不十分。」

そして，これらの課題への対応として，次のよ
うな改善の方向性が提案された。

（1）（新しい情報活用能力の）「①情報技術の活用，②情
報技術の適切な取扱い，③情報技術の特性の理解の観点
から，小学校段階での改善を土台として，大幅な充実
（生成AI，プログラミング，情報セキュリティ等）を行
うとともに，他の3領域の基盤と位置付けるべき。」

（2）「ABCの3領域について，3Dプリンタ，センシング
データ，シミュレータの活用等，情報技術との関わりを
強化する観点から，取り扱う内容を充実すべき。」

（3）「4領域を横断する内容を含め，技術を活用して実生
活・実社会の課題を探究的に解決する内容の充実を図る
べき。」

これらの改善の方向性を受け，「情報・技術科」
（仮称）の新設に向けた議論が開始された。情報・
技術ワーキンググループでは（2026年1月9日開
催第5回までの時点）現在，「情報・技術科」（仮
称）の目標，見方・考え方，高次の資質・能力等
の議論が展開されている。この議論においては，
前提となる状況認識として，次のように述べられ
ている。

〇「情報や技術は，人々の生活や社会を支える上で不可欠
なものであって，情報・技術科（仮称）の学びを通じて，
一人一人が文理横断・文理融合（STEAM）的な視点に
立ってそれらの技術を活用・創造する力を身に付けるこ
とが必要とされている。」

〇「加えて，生成AIなどデジタル技術が発展する中にお
いて，これらの技術を牽引する人材や，地域経済で基盤
となる『アドバンスト・エッセンシャルワーカー』など
の地域経済を支える人材の育成が求められている状況も
ある。」

〇「このことを踏まえると，生活や社会の中で技術を使い
こなして生活や社会をよりよくすること，また生活や社
会をよりよくする技術自体を発展させることが，情報・
技術科（仮称）を学ぶ意義と考えられる。また，その際，
技術が人間や環境に想定外の影響を及ぼすおそれがある
ことを理解する必要もある。」

4．「情報・技術科」（仮称）の目標

こうした状況認識のもと，「情報・技術科」（仮
称）の目標は，次のように示された。
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［目標（柱書き）］（案）
情報や技術でものを生み出し，生活や社会の問題を

発見・解決する資質・能力について，情報技術やそれ
を基盤とした生産技術に関する実践的・体験的な活動
を通して，次のとおり育成することを目指す。

［知識及び技能］（案）
〇情報技術や生産技術の特性及び適切な取扱いについ
て理解する。

〇情報技術や生産技術でものを生み出す方法を理解
し，必要な技能を身に付ける。

〇情報技術や生産技術の発達と生活や社会，環境との
関係について理解を深める。

［思考力・判断力・表現力等］（案）
〇生活や社会の問題を技術の観点から正負の両面を含
め多角的に捉え，情報技術や生産技術を活用して，
課題を設定する力を養う。

〇検証等を通じて探究的に解決策を構想・具体化する
力を養う。

〇仕組みや価値を創造して課題を解決するとともに，
そうした実践を評価・改善する力を養う。

［学びに向かう力・人間性等］（案）
〇生活や社会の技術に関心や好奇心を持ち，多様な他
者の発想や価値観を尊重し協働しながら試行錯誤と
改善を繰り返し，より良い問題解決に向かおうと探
究する態度を養う。

〇包摂的で豊かな生活や社会の実現に向けて，情報技
術や生産技術の在り方を責任を持って多角的に判断
し，進んで活用，創造しようとする意思や感性を育
む。

「情報・技術科」（仮称）には，「技術でものを
生み出し，生活や社会の問題を発見・解決する素
養を身に付ける」という従来から技術科が担って
きた役割と，「中学校段階における情報技術に関
連する内容を充実し，情報活用能力を育成する」
という情報教育として拡充が期待される役割を統
合的に担うことが求められている。このことを踏
まえ，目標とする資質・能力には，「情報技術に
よって生活や社会の問題を発見・解決する」とい
う情報活用能力の側面と，「技術によるものづく
りなどの価値創造を通して問題を発見・解決す

る」という技術科固有の側面を合わせて示したも
のとして検討されている。

5．「情報・技術科」（仮称）の見方・考え方

「情報・技術科」（仮称）の見方・考え方は，次
のように提案されている。

［見方・考え方］（案）
生活や社会における問題を，技術的視点から正負の

両面を含め多角的に捉え，包摂的で豊かな生活や社会
の実現に向けて，情報技術及び生産技術を適切に活用
したり，創造したりすること

このうち，「技術的視点から正負の両面を含め
多面的に捉え」との表現については，「私たちの
社会は，現在まで情報や技術を基盤として成立し
続けているが，その一方で，それらが人や環境に
想定外の負荷を与えてきた実態がある。生活や社
会の様々な問題に関わっている技術について，
人々が抱くどのような思いや願いを実現するため
に開発されたのか，その実装や運用は安全で経済
的か，人間社会の在り方に影響を与えているか，
一連の過程が環境に負荷を与えていないか，とい
った視点から捉える必要があり，そのことを反
映」したと説明されている。
一方，「包摂的で豊かな生活や社会の実現に向

けて，情報技術及び生産技術を適切に活用した
り，創造したりする」との表現については，「人々
が自らの思いや願いを実現し，包摂的かつより豊
かで幸福であるよう社会を発展させていくために
は，技術を選択，管理・運用，改良，応用，創造
するといった，技術を最適にすることを考える必
要があり，そのことを反映」したと説明されてい
る。
なお，現行の技術・家庭科技術分野の見方・考
え方では「技術の最適化」という表現が用いられ
てきたが，「情報・技術科」（仮称）にこの表現は
用いられていない。このことについては，「技術
を選択，管理・運用，改良，応用，創造するとい
った，技術を最適にすること」を「情報技術及び
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生産技術を適切に活用したり，創造したりするこ
と」という表現に反映したとの説明がなされてい
ることから，概念は継承されるが表現をより分か
りやすくなるよう変更したと理解することができ
る。

6．「情報・技術科」（仮称）の内容構成

「情報・技術科」（仮称）の内容構成は，まだ検
討の途上である。しかし，大きな枠組みとしては，
「1．情報技術」（仮称），「2．情報を基盤とした生産
技術」（仮称）という2つの領域を構成すること
が提案されている。このことについて，次のよう
に説明がなされている。

〇「デジタル技術が急速に発展している中，これからの時
代を生きる子供たちは，社会の重要なインフラとなる情
報技術をより広範かつ深く学ぶ必要性が格段に高まって
おり，論点整理も踏まえ，情報技術を重点的に扱う独立
の領域を設置する必要。」

〇「一方，情報技術以外の生産技術（現行のA材料と加工
の技術・B生物育成の技術・Cエネルギー変換の技術）
も，情報技術が生み出す価値を現実の生活や社会で具体
化する，引き続き不可欠な技術。」

〇「生産技術のニーズが情報技術を発展させる側面もあ
り，両者は相互に補完しながら豊かな生活や社会を実現
する関係にある。社会のデジタル化が進む中，情報技術
と生産技術と掛けあわせた学びがより一層重要。」

〇「加えて，生産技術の3領域も，多様化・複雑化する生
活や社会の問題に対応できるよう，それぞれを単独で扱
うのではなく，横断的かつ探究的に学習を進めることが
不可欠。」

こうした考え方を踏まえ，情報・技術科（仮称）
の内容構成について，「生産技術を基盤として支
える『情報技術（仮称）』の領域を設置するとと
もに，情報のみならず生産技術間も横断して，探
究的に学ぶことも重視する観点も踏まえ，『情報
を基盤とした生産技術（仮称）』の領域を設置し，
2つの領域構成に改善してはどうか」と提案され
ている。
なお，詳細な内容項目の立て方については，

「学習内容に着目した構成要素」（案）と「学習過

程に着目した構成要素」（案）の2案が示されて
おり，確定してはいない。また，第5回ワーキン
ググループでは，各領域の学習内容の核となる
「知識及び技能の総合的な理解」及び「思考力・
判断力・表現力等の総合的な発揮」からなる「高
次の資質・能力」の議論が行われた。今後，「高
次の資質・能力」を適切な構造のもとに配置でき
るよう，内容構成の詳細が検討される予定であ
る。

7．考察～「情報・技術科」（仮称）のポイント～

ここまで，教育課程企画特別部会論点整理並び
に情報・技術ワーキンググループ（2026年1月9
日現在まで）での検討状況を紹介した。これまで
の検討状況を踏まえ，「情報・技術科」（仮称）の
特徴について，筆者の所感として次の3点を指摘
する。
第一に，これまでの技術・家庭科技術分野では
関連づけが不十分だった情報技術と生産技術を統
合的に扱う視点である。特に，目標に掲げられて
いる「情報技術やそれを基盤とした生産技術」と
いう表現には，情報技術と生産技術とを個別的に
扱うのではなく，両者を関連づけた上で，情報技
術が生産技術の在り方を強化・拡張する，いわゆ
るDX（デジタルトランスフォーメーション）の
側面を包含するものと解釈できる。これは，サイ
バー技術とフィジカル技術との高度な融合という
Society5.0時代の技術観を体現しようとしている
ものと捉えることができる。
第二に，情報活用能力を働かせる質の高い探究
的な学びの広がりと深まりの可能性である。情
報・技術ワーキンググループでの議論の一方で，
生活，総合的な学習・探究の時間ワーキンググル
ープでは探究の概念や質，プロセス等について検
討が行われている。その中で探究のプロセスにつ
いては，従来の「課題の設定」→「情報の収集」
→「整理・分析」→「まとめ・表現」の繰り返し
というモデルから，次の3つのモデルの例示が提
案されている。
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〇研究系（Discover）
「問いの設定」→「情報収集（先行研究）」→「仮説生成，
仮説検証」→「まとめ・表現」

〇行動系（Action）
「課題の設定」→「情報収集（実態調査）」→「整理・分
析，企画」→「行動，まとめ・表現」

〇創作系（Make）
「問いや課題の設定・定義」→「情報・素材収集，アイ
ディア創出」→「設計・構想，試行的制作」→「批評，
改善」

これらの探究のプロセスにおいては，「情報・
技術科」（仮称）で育成された情報活用能力を，
「何かを解き明かす」という方向性に加えて，「新
しい価値を創造する」という方向性においても存
分に働かせることができるものと期待される。
第三に，技術リテラシーの考え方との整合性で
ある。一般社団法人 日本産業技術教育学会は，
普通教育における技術教育の役割として，技術リ
テラシーの重要性を提唱している。そして，技術
リテラシーの目標として，技術ガバナンス力と技
術イノベーション力の育成を掲げている。技術ガ
バナンス力とは，「技術のもたらす便益とリスク
やダメージを多角的に評価・判断し，民主的な方
法によって技術発達の方向性を公正・誠実に舵取
りすること」に参画する力である。また，技術イ
ノベーション力とは，「技術に関わる科学の進展，
及びその成果として生み出された人為的成果物に
よって，社会，環境，経済等に関わる新しい価値
を創出，改善，革新」（一部の表現を修正）する
ことに参画する力である。
この考え方を今回の改訂の議論に当てはめる
と，例えば，目標に示された情報技術及び生産技
術による「生活や社会の問題を発見・解決する資
質・能力」は技術リテラシーの考え方全体に関わ
っている。その上で，見方・考え方に示された
「生活や社会における問題を，技術的視点から正
負の両面を含め多角的」に捉え，「情報技術及び
生産技術を適切に活用」する視点等は，技術ガバ
ナンス力の育成に通じる考え方と解釈できる。ま
た，目標に示された「情報や技術でものを生み出

す」資質・能力，見方・考え方に示された情報技
術及び生産技術を「創造」すること，思考力・判
断力・表現力等で示された「探究的に解決策を構
想・具体化する力」や「仕組みや価値を創造して
課題を解決するとともに，そうした実践を評価・
改善する力」などは，技術イノベーション力の育
成に通じる考え方と解釈できる。
すなわち，「情報・技術科」（仮称）は，情報技
術と生産技術を相互に関連づけたSociety5.0時代
の技術観を体現し，技術リテラシーの考え方と整
合しつつ，中学校段階における情報活用能力の抜
本的な向上を担う中核的な教科として刷新されよ
うとしていると考えられる。
今後も「情報・技術科」（仮称）の具体化に向
けた議論を引き続き，注視していきたい。
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